
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 長  水 越 伸 朗 

 

 夏休みが終わり２学期が始まりました。９月とは思えぬ暑い日が続きますが、子どもたちは、前向き

に学校生活を送っています。保護者の皆様には、三者面談や部活動の応援等、夏休み中もご協力いただ

きありがとうございました。 

２学期は２年生の校外学習にはじまり、３年生の修学旅行、１年生の農業体験と各学年の取り組

みがあります。そして１０月には合唱コンクールという大きな行事があります。子どもたちが楽し

みにしている行事でもありますし、これらの行事を通して成長していくができます。ひとりひとり

が行事のねらいを理解して、目標をもって取り組むことを願っています。 

また、裏面でも紹介いたしますが、２学期から食缶給食が始まりました。配膳の準備に時間がか

かるのではないか？という心配もありましたが、保健給食委員や給食当番に協力して、準備を進め

ることができています。「おいしかった」「汁物が温かい」などと言う声もあり、おいしくいただく

ことができています。ご家庭においては、給食当番の際に使用した、白衣の洗濯をお願いすること

になりますが、ご協力よろしくお願いいたします。 

さて、２学期の始業式では、夏休みに受けた１本の電話にについて話しました。その一部を紹介

いたします。 

 

～始業式講話より抜粋～ 

さて、夏休み中に校長先生が受けた一本の電話についてお話しします。ある日の午後、近隣の市にお

住まいの年配の男性から電話がありました。内容は、その日のお昼近く、立川駅で青梅線に乗ったとこ

ろ、立川七中男子バスケットボール部の生徒が座席を譲ってくれました。というものでした。車内は混

んでいたので、とても助かりました。ということでした。その方は、１０年ほど前、七中で働いていた

とおっしゃっていました。生徒さんたちによろしくお伝えくださいとのことでしたので、この場で紹介

しました。とても、思いやりのある優しい行動ができたと思います。 

実は、私も、同じように、高校生の優しさに助けられたことがあります。もう１０年以上前の話です

が、帰宅途中、自宅の最寄り駅で降りたところ、夕立にあいました。どうしようかと迷っていると、近

所に住む高校生が、「僕、カサ二本持っているから、これ使ってください。」と一本を貸してくれたので

す。おかげで、濡れずに帰ることができました。さわやかな笑顔と共に差し出されたカサは、今でも鮮

明に覚えています。 

もちろん、今回の件以外にも、様々な場面で優しさや思いやりのある行動をとっている七中生が、た

くさんいることと思います。また、地域でボランティア活動に参加した七中生もいました。このような

行動をとるには、勇気も必要だと思います。勇気を出すのは難しいことでもありますが、優しさや思い

やりのある行動がとれる人になれるよう、自分を高めていってください。 
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